
電力広域的運営推進機関 送配電等業務指針変更案 新旧対照表 

現  行 変 更 案 

第６章 系統アクセス 

第２節 発電設備等系統アクセス業務 

 

（事前相談の申込みの受付） 

第６４条 一般電気事業者は、発電設備等系統連系希望者から事

前相談の申込書類を受領した場合には、申込書類に必要事項が

記載されていることを確認の上、事前相談の申込みを受け付け

る。但し、申込書類に不備があるときは、申込書類の修正を求

め、不備がないことを確認した上で受付を行う。 

２ （略） 

３ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときは、その事実が判明次第速やかに、発電設備等系統

連系希望者に対し、その理由、進捗状況及び今後の見込みを通

知し、発電設備等系統連系希望者の要請に応じ、個別の説明を

行う。 

 

 

（接続検討の申込みの受付） 

第７０条 一般電気事業者は、発電設備等系統連系希望者から接

続検討の申込書類を受領した場合には、申込書類に必要事項が

記載されていること及び第７２条に定める検討料が入金され

ていること（但し、検討料が不要な場合は除く。）を確認の上、

接続検討の申込みを受け付ける。但し、申込書類に不備がある

ときは、申込書類の修正を求め、不備がないことを確認した上

で受付を行う。 

２～３ （略） 

第６章 系統アクセス 

第２節 発電設備等系統アクセス業務 
 

（事前相談の申込みの受付） 

第６４条 一般電気事業者は、発電設備等系統連系希望者から事

前相談の申込書類を受領した場合には、申込書類に必要事項が

記載されていることを確認の上、事前相談の申込みを受け付け

る。但し、申込書類に不備があるときは、申込書類の修正を求

め、不備がないことを確認した上で受付を行う。 

２ （略） 

３ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときは、その事実が判明次第速やかに、発電設備等系統

連系希望者に対し、その理由、進捗状況、今後の見込み（延長後

の回答予定日を含む。）を通知し、発電設備等系統連系希望者の

要請に応じ、個別の説明を行う。延長後の回答予定日までに回

答できない可能性が生じたときも同様とする。 

 

（接続検討の申込みの受付） 

第７０条 一般電気事業者は、発電設備等系統連系希望者から接

続検討の申込書類を受領した場合には、申込書類に必要事項が

記載されていること及び第７２条に定める検討料が入金されて

いること（但し、検討料が不要な場合は除く。）を確認の上、接

続検討の申込みを受け付ける。但し、申込書類に不備があると

きは、申込書類の修正を求め、不備がないことを確認した上で

受付を行う。 

２～３ （略） 



４ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときは、その事実が判明次第速やかに、発電設備等系統

連系希望者に対し、その理由、進捗状況及び今後の見込みを通

知し、発電設備等系統連系希望者の要請に応じ、個別の説明を

行う。 

 

 

（発電設備等契約申込みの受付） 

第８０条 一般電気事業者は、発電設備等契約申込みに関する申

込書類を受領した場合には、申込書類に必要事項が記載されて

いることを確認の上、発電設備等契約申込みを受け付ける。但

し、申込書類に不備がある場合には、申込書類の修正を求め、

不備がないことを確認した上で発電設備等契約申込みの受付

を行う。 

２～３ （略） 

４ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じた場合は、その事実が判明次第速やかに、発電設備等系統

連系希望者に対し、その理由、進捗状況及び今後の見込みを通

知し、発電設備等系統連系希望者の要請に応じ、個別の説明を

行う。 

 

 

（同時申込み） 

第９１条 第８１条第１項第１号にかかわらず、発電設備等系統

連系希望者が電気事業者による再生可能エネルギー電気の調

達に関する特別措置法（平成２３年８月３０日法律第１０８

号、以下「ＦＩＴ法」という。）に定める特定供給者に該当する

場合において、高圧又は特別高圧の送電系統とＦＩＴ法に定め

る認定発電設備との連系等を希望するときには、接続検討の申

込みと同時に又は接続検討の回答受領前に、発電設備等契約申

４ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときは、その事実が判明次第速やかに、発電設備等系統

連系希望者に対し、その理由、進捗状況、今後の見込み（延長後

の回答予定日を含む。）を通知し、発電設備等系統連系希望者の

要請に応じ、個別の説明を行う。延長後の回答予定日までに回

答できない可能性が生じたときも同様とする。 

 

（発電設備等契約申込みの受付） 

第８０条 一般電気事業者は、発電設備等契約申込みに関する申

込書類を受領した場合には、申込書類に必要事項が記載されて

いることを確認の上、発電設備等契約申込みを受け付ける。但

し、申込書類に不備がある場合には、申込書類の修正を求め、

不備がないことを確認した上で発電設備等契約申込みの受付を

行う。 

２～３ （略） 

４ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときは、その事実が判明次第速やかに、発電設備等系統

連系希望者に対し、その理由、進捗状況、今後の見込み（延長後

の回答予定日を含む。）を通知し、発電設備等系統連系希望者の

要請に応じ、個別の説明を行う。延長後の回答予定日までに回

答できない可能性が生じたときも同様とする。 

 

（同時申込み） 

第９１条 第８１条第１項第１号にかかわらず、発電設備等系統

連系希望者が電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達

に関する特別措置法（平成２３年８月３０日法律第１０８号、

以下「ＦＩＴ法」という。）に定める特定供給者に該当する場合

において、高圧又は特別高圧の送電系統とＦＩＴ法に定める認

定発電設備との連系等を希望するときには、接続検討の申込み

と同時に又は接続検討の回答受領前に、発電設備等契約申込み



込みを行うことができる（以下「同時申込み」という。）。但し、

接続検討の申込みと発電設備等契約申込みの申込内容は統一

しなければならない。 

２ （略） 

３ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときは、その事実が判明次第速やかに、発電設備等系統

連系希望者に対し、その理由、進捗状況及び今後の見込みを通

知し、発電設備等系統連系希望者の要請に応じ、個別の説明を

行う。 

 

４ （略） 

 

第３節 需要設備系統アクセス業務 

 

（事前検討の申込み及び受付） 

第１００条 高圧又は特別高圧の送電系統への連系等を希望す

る需要設備系統連系希望者は、需要設備契約申込みに先立ち、

事前検討の申込みを行うことができる。但し、需要設備側に存

する発電設備等の新規設置、変更又は廃止を伴う場合はこの限

りでない。 

２ 一般電気事業者は、事前検討の申込みを受け付けた場合は、

事前検討の回答を、原則として、事前検討の受付日から２週間

以内に行うものとし、２週間を超える可能性が生じたときは、

その事実が判明次第速やかに、需要設備系統連系希望者に対

し、その理由、進捗状況及び今後の見込みを通知し、需要設備

系統連系希望者の要請に応じ、個別の説明を行う。 

 

 

 

 

を行うことができる（以下「同時申込み」という。）。但し、接

続検討の申込みと発電設備等契約申込みの申込内容は統一しな

ければならない。 

２ （略） 

３ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときは、その事実が判明次第速やかに、発電設備等系統

連系希望者に対し、その理由、進捗状況、今後の見込み（延長後

の回答予定日を含む。）を通知し、発電設備等系統連系希望者の

要請に応じ、個別の説明を行う。延長後の回答予定日までに回

答できない可能性が生じたときも同様とする。 

４ （略） 

 

第３節 需要設備系統アクセス業務 

 

（事前検討の申込み及び受付） 

第１００条 高圧又は特別高圧の送電系統への連系等を希望する

需要設備系統連系希望者は、需要設備契約申込みに先立ち、事

前検討の申込みを行うことができる。但し、需要設備側に存す

る発電設備等の新規設置、変更又は廃止を伴う場合はこの限り

でない。 

２ 一般電気事業者は、事前検討の申込みを受け付けた場合は、

事前検討の回答を、原則として、事前検討の受付日から２週間

以内に行うものとし、２週間を超える可能性が生じたときは、

その事実が判明次第速やかに、需要設備系統連系希望者に対し、

その理由、進捗状況、今後の見込み（延長後の回答予定日を含

む。）を通知し、需要設備系統連系希望者の要請に応じ、個別の

説明を行う。延長後の回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときも同様とする。 

 

 



 

（需要設備契約申込み及び受付） 

第１０２条 送電系統への連系等（需要設備側の発電設備等の新

規の設置、変更又は廃止を伴う場合を含む。）を希望する需要

設備系統連系希望者は、契約申込み（以下「需要設備契約申込

み」という。）を行わなければならない。 

２ （略） 

３ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときは、その事実が判明次第速やかに、需要設備系統連

系希望者に対し、その理由、進捗状況及び今後の見込みを通知

し、需要設備系統連系希望者の要請に応じ、個別の説明を行う。 

 

 

 

（需要設備契約申込み及び受付） 

第１０２条 送電系統への連系等（需要設備側の発電設備等の新

規の設置、変更又は廃止を伴う場合を含む。）を希望する需要設

備系統連系希望者は、契約申込み（以下「需要設備契約申込み」

という。）を行わなければならない。 

２ （略） 

３ 一般電気事業者は、回答予定日までに回答できない可能性が

生じたときは、その事実が判明次第速やかに、需要設備系統連

系希望者に対し、その理由、進捗状況、今後の見込み（延長後

の回答予定日を含む。）を通知し、需要設備系統連系希望者の要

請に応じ、個別の説明を行う。延長後の回答予定日までに回答

できない可能性が生じたときも同様とする。 

 


